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発行人　綾　井　祐　一

会
員
を
は
じ
め
一
五
四
名
が

参
加
し
た
今
大
会
で
は
、
主
催

者
の
梅
沢
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
黒
岩
祐
治
神
奈
川
県
知

事
及
び
独
立
行
政
法
人
北
方
領

土
問
題
対
策
協
会
の
諸
星
衛
理

事
長
か
ら
、
当
県
民
会
議
の
活

動
へ
の
敬
意
と
今
後
の
運
動
へ

の
激
励
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
神
奈
川
大
学
の
学

生
三
人
（
古
賀
彩
夏
氏
、
中
薗

知
也
氏
、
近
田
貴
洋
氏
）か
ら
、

北
方
四
島
交
流
青
少
年
受
入
事

業
（
※
１
）
に
参
加
し
、
北
方

四
島
在
住
の
ロ
シ
ア
人
青
少
年

と
交
流
を
深
め
た
様
子
に
つ
い

て
、
報
告
が
あ
っ
た
。

次
に
、
相
磯
達
夫
氏（
横
浜

市
立
中
川
中
学
校
教
諭
）が
、

中
学
生
二
名
と
共
に
参
加
し

た
、
北
方
四
島
交
流
教
育
関
係

者
・
青
少
年
訪
問
事
業（
※
２
）

に
つ
い
て
、
参
加
報
告
を
行
っ

た
。
日
本
全
国
の
教
育
関
係
者

及
び
青
少
年
計
六
十
五
名
が
国

後
島
を
訪
問
し
、
在
住
ロ
シ
ア

人
と
交
流
し
た
様
子
に
つ
い
て
、

写
真
を
交
え
て
報
告
が
あ
っ
た
。

記
念
講
演
は
、
石
川
一
洋
氏

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
北
方
領

土
問
題
有
識
者
））か
ら「
北
方

領
土
問
題
と
安
倍
対
ロ
シ
ア
外

交
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
が

あ
っ
た
。（
講
演
要
旨
別
掲
）

最
後
に
、
四
條
理
事
（
神
奈

川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

か
ら
、
神
奈
川
県
民
の
総
意
を

結
集
し
、
ね
ば
り
強
く
運
動
を

推
進
す
る
と
い
う
大
会
宣
言
が

提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

※
１　

北
方
四
島
交
流
青
少
年

受
入
事
業
︙
北
方
四
島
在
住

の
ロ
シ
ア
人
青
少
年
を
招
聘

し
、
日
本
の
文
化
や
社
会
の

仕
組
み
、
利
便
性
を
実
際
に

体
験
さ
せ
、
日
本
へ
の
関
心

と
理
解
、
日
本
人
の
青
少
年

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、信
頼
関
係
を
醸
成
し
、

北
方
領
土
問
題
の
解
決
を
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
、
二
〇
一
九
年

度
は
、
神
奈
川
県
で
実
施

（
外
務
省
の
委
託
事
業
で

（
独
法
）
北
方
領
土
問
題
対

策
協
会
が
実
施
）

※
２　

北
方
四
島
交
流
教
育
関

係
者
・
青
少
年
訪
問
事
業
︙

教
育
関
係
者
と
青
少
年
が
共

に
北
方
四
島
を
訪
問
し
、
各

島
に
在
住
す
る
ロ
シ
ア
人
と

の
交
流
を
図
り
、
相
互
理
解

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
北

方
領
土
問
題
の
解
決
促
進
に

資
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も

の
（（
独
法
）北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
と
（
公
社
）北
方

領
土
復
帰
期
成
同
盟
が
共
催

で
実
施
）

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
日
（
水
）、
横
浜
市
中
区
の
「
横
浜
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
」情
文
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
三
十
五
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
神
奈
川
県
民
大
会
を
開
催
し
た
。

第
三
十
五
回
県
民
大
会
を
開
催

 

会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神

奈
川
県
民
会
議
・
設
立
趣
意
書

に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
昭
和
六

十
（
一
九
八
五
）
年
十
一
月
二

十
四
日
付
け
の
設
立
趣
意
書

は
、
次
の
通
り
。

「
現
在
、
わ
が
国
が
ソ
連
に

対
し
て
返
還
を
求
め
て
い
る
北

方
領
土
と
い
う
の
は
、
歯
舞
群

島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉

島
の
四
島
で
、
戦
後
、
わ
が
国

が
一
貫
し
て
、
ソ
連
に
一
日
も

早
く
返
還
す
る
よ
う
要
求
し
続

け
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
北
方
領
土
は
、
私
た
ち

日
本
国
民
が
父
祖
伝
来
の
地
と

し
て
受
け
継
い
で
き
た
も
の
で
、

い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の

領
地
と
な
っ
た
事
も
な
く
、
ま

た
日
本
人
以
外
の
い
か
な
る
民

族
も
定
住
し
た
事
実
の
な
い
、

い
わ
ゆ
る
わ
が
国
固
有
の
領
土

で
あ
っ
て
、
過
去
の
国
際
的
な

緒
取
り
決
め
な
ど
に
よ
っ
て
当

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月

二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調

印
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
で
日

露
両
国
の
国
境
が
平
和
裏
に

定
め
ら
れ
、
北
方
四
島
が
日

本
の
領
土
と
し
て
初
め
て
国

際
的
に
明
確
に
な
っ
た
。
そ

う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国

民
の
関
心
と
理
解
を
さ
ら
に

深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土

返
還
運
動
の
一
層
の
推
進
を

図
る
た
め
、
一
九
八
一
年
一
月

六
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、

二
月
七
日
が「
北
方
領
土
の

日
」と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

本
年
も
二
月
七
日
（
金
）

に
、「
北
方
領
土
返
還
要
求

全
国
大
会
」
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

二
月
七
日︵
金
︶は﹁
北
方
領
土
の
日
﹂

県
民
会
議
で
は
、

二
月
七
日
「
北
方
領

土
の
日
」の
前
後
、
相

鉄
線
・
横
浜
市
営
地

下
鉄
の
車
両
及
び
相

鉄
線
横
浜
駅
で
、
北

方
領
土
に
関
す
る
啓

発
映
像
を
放
映
す
る
。

一
回
三
十
秒
の
Ｃ
Ｍ
が
、
相

鉄
線
は
全
線
で
一
〇
〇
両
の
車

両
、
横
浜
市
営
地
下
鉄
は
全
線

で
八
十
二
両
の
車
両
、
加
え
て

相
鉄
線
横
浜
駅
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ジ
ョ
ン
四
面
で
流
れ
る
予

定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
川
崎

駅
や
本
厚
木
駅
の
電
光
ビ
ジ
ョ

ン
、
懸
垂
幕
な
ど
に
よ
る
広
報

を
予
定
し
て
い
る
。

相
鉄
線・横
浜
市
営
地
下
鉄・相
鉄
線
横
浜
駅
で

北
方
領
土
に
関
す
る
県
民
会
議
の
Ｃ
Ｍ
を
実
施
!!

然
わ
が
国
に
帰
属
す
る
べ
き
日

本
の
領
土
で
あ
り
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
す
で
に
四
十
年
を
経

た
今
日
、
残
さ
れ
た
未
解
決
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
全
国
民
共

通
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
一
年
の
日
ソ
共
同

宣
言
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
、

日
ソ
平
和
条
約
締
結
の
た
め
の

課
題
と
し
て
領
土
問
題
の
継
続

交
渉
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年

の
日
ソ
首
脳
会
議
に
お
い
て
、

領
土
問
題
は
未
解
決
の
問
題
と

し
て
双
方
で
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ソ
連
は
そ
の
後
主
張
を
か
え

﹃
日
ソ
間
に
領
土
問
題
は
存
在

し
な
い
。﹄と
広
言
し
て
」は
ば

か
ら
ず
、
不
当
な
る
考
え
を
固

持
す
る
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

か
か
る
外
交
交
渉
に
平
行
し

て
、
北
方
四
島
に
近
接
す
る
北

海
道
、
東
北
地
方
を
は
じ
め
全

国
都
府
県
に
お
い
て
県
民
会
議

が
設
立
さ
れ
、
県
民
の
認
識
を

深
め
、
世
論
の
盛
り
上
が
り
を

図
る
具
体
的
運
動
が
展
開
さ
れ

る
に
、
及
び
ま
し
た
。

こ
う
し
た
情
勢
下
に
あ
っ

て
、
更
に
国
民
の
総
意
を
結
集

し
、
返
還
要
求
運
動
を
ね
ば
り

強
く
推
進
す
る
た
め
、
政
府
は

閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
一
八
五

五
年
二
月
七
日
の
日
露
通
好
条

約
の
調
印
の
日
に
ち
な
み
、
毎

年
二
月
七
日
を「
北
方
領
土
の

日
」
と
定
め
、
啓
蒙
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
運
動
の
重

北
方
領
土
問
題
と
安
倍
対
ロ
シ
ア
外
交

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト︵
北
方
領
土
問
題
有
識
者
︶　
石
川 

一
洋 

氏

講演要旨一
昨
年
十
一
月
十
四
日
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
露
首
脳

会
談
が
行
わ
れ
、
一
九
五
六
年
日

ソ
共
同
宣
言
を
基
礎
と
し
て
平

和
条
約
交
渉
を
加
速
化
す
る
こ

と
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
ず
は
日
ソ

共
同
宣
言
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

◯
日
ソ
共
同
宣
言

一
九
四
五
年
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
終
戦
間
際
に
ソ
連
が
参
戦

し
、日
ソ
は
戦
争
状
態
に
な
っ
た
。

日
本
は
、
一
九
五
一
年
に
署
名
し

た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

で
、
ほ
と
ん
ど
の
国
と
戦
争
状
態

を
終
結
し
て
主
権
を
回
復
し
た

が
、
ソ
連
は
同
条
約
に
は
参
加
し

な
か
っ
た
た
め
、
一
九
四
五
年
以

来
、
ず
っ
と
戦
争
状
態
が
続
い
て

い
た
。

ど
う
い
う
戦
争
で
あ
っ
て
も
、

終
わ
っ
た
後
に
平
和
条
約
を
結

ぶ
。
主
な
目
的
は
三
つ
あ
る
。
一

番
大
事
な
こ
と
は
戦
争
状
態
の

終
結
。
二
つ
目
に
外
交
関
係
の
回

復
。
三
つ
目
と
し
て
、
戦
争
に
伴

う
様
々
な
問
題
で
、
大
き
い
の
は

領
土
の
確
定
、
そ
の
他
に
は
捕
虜

の
交
換
や
賠
償
等
の
問
題
の
解

決
。
日
本
と
ソ
連
は
ロ
ン
ド
ン
、

モ
ス
ク
ワ
で
一
年
以
上
交
渉
を
続

け
、
一
九
五
六
年
に
日
ソ
共
同
宣

言
が
結
ば
れ
た
。

日
ソ
共
同
宣
言
は
、
領
土
問

題
を
除
け
ば
典
型
的
な
平
和
条

約
で
、
領
土
問
題
以
外
は
平
和

条
約
と
し
て
ほ
ぼ
満
点
で
あ
る
。

内
容
は
、
戦
争
状
態
の
終
結
、
外

交
関
係
の
回
復
、
今
後
の
二
国
間

関
係
の
基
本
的
な
部
分
は
国
連

憲
章
を
尊
重
し
て
、
紛
争
は
平

和
的
に
解
決
す
る
、
内
政
不
干

渉
、
武
力
の
行
使
及
び
威
嚇
を

慎
む
な
ど
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ

と
に
、
双
方
が
集
団
的
自
衛
権

及
び
個
別
自
衛
権
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
内
容

も
入
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
本

か
ら
見
る
と
当
時
は
非
常
に
重

要
で
あ
っ
た
抑
留
者
の
帰
還
。
日

本
の
国
連
加
盟
へ
の
ソ
連
の
支
持

（
そ
れ
ま
で
は
ソ
連
の
拒
否
権
に

よ
り
、
日
本
は
国
連
に
入
れ
て
い

な
か
っ
た
）。
そ
れ
か
ら
、
賠
償

請
求
権
の
放
棄
と
い
う
こ
と
も

明
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
平
和

条
約
に
書
く
べ
き
こ
と
は
ほ
ぼ

全
て
入
っ
て
い
る
が
、
唯
一
合
意

で
き
な
か
っ
た
の
が
領
土
の
確
定

で
あ
る
。

〇
日
ソ
共
同
宣
言 

 

第
九
条
未
解
決
な
領
土
問
題

日
ソ
共
同
宣
言
と
い
う
と
、
二

島
返
還
だ
と
い
う
方
が
い
る
が
、

こ
れ
は
間
違
い
。
第
九
条
に
は
、

「
日
本
国
及
び
ソ
連
は
、
両
国
間

に
正
常
な
外
交
関
係
が
回
復
さ

れ
た
後
、
平
和
条
約
の
締
結
に
関

す
る
交
渉
を
継
続
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
。
ソ
連
は
、
日
本
国
の

要
性
を
痛
感
し
、
神
奈
川
県
に

お
い
て
も
県
民
会
議
を
設
立
す

べ
く
、
発
起
人
会
を
つ
く
り
、
鋭

意
努
力
中
で
あ
り
ま
す
が
、
県

下
の
諸
団
体
に
呼
び
か
け
、
格

段
の
ご
理
解
、
ご
賛
同
を
い
た

だ
き
た
く
、
こ
こ
に
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。」

ち
な
み
に
同
日
の
神
奈
川
新

聞
に
て
、「
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
の
設
立
総
会
と
県
民
大

会
が
二
十
四
日
、
横
浜
市
中
区

山
下
町
の﹃
か
な
が
わ
社
会
保

険
セ
ン
タ
ー
﹄
で
開
か
れ
る
。

同
会
議
は
総
理
府
の
呼
び
か
け

で
、
都
道
府
県
単
位
で
結
成
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
神
奈
川
県

民
会
議
は
全
国
で
四
十
五
番
目

の
組
織
で
こ
の
後
の
組
織
が
な

い
の
は
埼
玉
、
島
根
両
県
だ
け

に
な
る
。」と
報
道
さ
れ
た
。
県

民
会
議
は
設
立
以
来
三
十
四
年

が
経
過
し
た
が
、
設
立
当
初
と

状
況
は
進
展
し
て
い
な
い
。
政

府
も
共
同
経
済
活
動
な
ど
新
た

な
交
渉
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

私
た
ち
県
民
会
議
も
粘
り
強
く

こ
の
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
う
。�

（
綾
井
）

県民大会の様子

北方四島交流等事業に使用する船舶「えとぴりか」
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編
集
後
記

◇
昨
年
の
県
民
大
会
に
は
神
奈

川
県
知
事
黒
岩
祐
治
氏
及
び
一

昨
年
就
任
さ
れ
た
独
立
行
政
法

人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
理

事
長
諸
星
衛
氏
が
出
席
さ
れ

た
。
黒
岩
知
事
は
元
ニ
ュ
ー
ス

キ
ャ
ス
タ
ー
、
諸
星
理
事
長
は

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事
と
い
う
こ
と

で
、
旧
知
の
仲
の
よ
う
で
親
し

く
歓
談
さ
れ
て
い
た
。

　

県
民
大
会
は
、
県
民
会
議
会

長
で
神
奈
川
県
議
会
議
長
梅
沢

裕
之
氏
の
挨
拶
か
ら
は
じ
ま

り
、
昨
年
五
月
の
北
方
四
島
交

流
青
少
年
受
入
事
業
に
参
加
し

た
神
奈
川
大
学
の
三
名
か
ら
、

四
島
か
ら
訪
問
し
た
ロ
シ
ア
人

中
高
生
と
の
横
浜
市
内
の
視
察

状
況
な
ど
楽
し
い
思
い
出
の
報

告
が
あ
っ
た
。
ま
た
九
月
に
中

学
生
二
名
と
共
に
五
日
間
に
わ

た
り
北
方
領
土
視
察
を
行
っ

た
、
横
浜
市
立
中
川
中
学
校
教

諭
相
磯
達
夫
氏
か
ら
視
察
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

最
後
に「
北
方
領
土
問
題
と
安

倍
対
ロ
シ
ア
外
交
」
と
い
う
題

目
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
北

方
領
土
問
題
有
識
者
）
の
石
川

一
洋
氏
か
ら
一
九
五
六
年
の

「
日
ソ
共
同
宣
言
」や「
固
有
の

領
土
」な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

�

（
綾
井
）

返
還
へ
　
未
来
志
向
の
　
対
話
と
交
流

令
和
元
年
度　

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
〈
最
優
秀
賞
〉

神
奈
川
県
川
崎
市
　
杉
本
湘
路
さ
ん

要
望
に
こ
た
え
か
つ
日
本
国
の

利
益
を
考
慮
し
て
、
歯
舞
群
島

及
び
色
丹
島
を
日
本
国
に
引
き

渡
す
こ
と
に
同
意
す
る
。た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
諸
島
は
、
日
本
国
と
ソ

連
と
の
間
の
平
和
条
約
が
締
結

さ
れ
た
後
に
現
実
に
引
き
渡
さ

れ
る
も
の
と
す
る
。」と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
当
時
、
ソ
連
は
二
島

返
還
、
日
本
は
四
島
返
還
だ
と
い

う
主
張
で
合
意
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
前
述
の
記
載
に
な
っ
た
。

第
九
条
の
前
半
部
分
に
は
、
平
和

条
約
の
締
結
に
関
す
る
交
渉
を

継
続
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
文
章
が
ソ
連
、
そ
の

後
の
ロ
シ
ア
と
の
領
土
交
渉
の
基

礎
に
な
っ
て
い
る
。

領
土
問
題
が
解
決
し
な
い
限

り
、
戦
争
状
態
の
終
結
や
外
交
関

係
の
回
復
等
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
す
る
と
、
時
間
が
か
か
る

た
め
、
二
国
間
の
平
和
条
約
で
は

な
く
、一
九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣

言
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
当
時
の

日
本
側
の
交
渉
責
任
者
で
あ
っ

た
松
本
全
権
代
表
が
、
ソ
連
側
の

グ
ロ
ム
イ
コ
第
一
外
務
次
官
に
対

し
て
、「
日
本
側
と
し
て
は
領
土

問
題
を
含
む
平
和
条
約
交
渉
は

共
同
宣
言
締
結
後
も
継
続
す
る

と
考
え
て
い
る
が
、
ソ
連
側
は
そ

れ
を
認
め
ま
す
か
」と
い
う
公
式

の
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
グ
ロ
ム
イ
コ
第
一
外
務
次
官

は
、
松
本
さ
ん
の
手
紙
を
そ
の
ま

ま
載
せ
て
、「
ソ
ビ
エ
ト
側
と
し

て
は
そ
の
よ
う
に
了
解
し
て
構
い

ま
せ
ん
」と
返
事
を
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
平
和
条
約
交
渉
を
継
続

す
る
と
は
領
土
交
渉
の
継
続
に

他
な
ら
な
い
。

も
う
一
つ
、
第
九
条
の
後
半
の

二
島
の
引
き
渡
し
と
い
う
と
こ

ろ
に
も
、
激
し
い
交
渉
の
様
子
が

外
交
文
書
の
中
で
示
さ
れ
て
い

る
。
当
時
か
ら
、
日
本
は「
四
島

は
日
本
の
固
有
の
領
土
で
あ
り
、

四
島
の
返
還
だ
」と
主
張
し
、
一

方
で
ソ
連
は
、「
四
島
は
第
二
次

大
戦
の
結
果
、
ソ
連
の
領
土
に
な

っ
た
」と
主
張
し
て
い
る
。
ど
こ

に
妥
協
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、「
引
き
渡
し
」と
い

う
言
葉
で
あ
る
。
日
本
と
し
て
は

こ
こ
に「
返
還
」と
書
き
た
か
っ

た
。「
返
還
」
と
書
い
た
場
合
、

法
的
に
は
と
い
う
か
潜
在
的
に

は「
こ
こ
は
日
本
の
も
の
だ
よ

ね
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ソ
連

は
、「
善
意
で
日
本
に
あ
げ
る
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で「
あ
げ
る
」

と
書
い
た
場
合
は
、「
今
は
ソ
連

の
も
の
を
日
本
に
あ
げ
る
」に
な

る
。
こ
の
折
り
合
い
を
つ
け
た
の

が「
引
き
渡
し
」と
い
う
文
言
で

あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
外
交
官
が
頑

張
っ
た
言
葉
も
九
条
の
後
半
に

あ
る
。「
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
る
」

と
い
う
言
葉
、
ロ
シ
ア
語
で
言
う

と「
フ
ァ
ク
チ
ー
チ
ェ
ス
キ
ー
」

で
あ
る
。
国
際
裁
判
に
な
っ
た
場

合
、「
現
実
に
引
き
渡
さ
れ
る
」

と
い
う
こ
の
言
葉
は
日
本
に
と
っ

て
は
有
利
な
言
葉
で
あ
る
。
法
的

に
は
と
い
う
か
潜
在
的
に
は
日

本
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
も
受
け
と
め
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
国
際
司
法
の
場

で
争
う
と
き
に
議
論
に
な
る
が
、

日
本
の
外
交
官
は
頑
張
っ
た
と

思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う

に
一
九
五
六
年
当
時
か
ら
、
四
島

の
返
還
を
求
め
る
日
本
と
、
二
島

だ
と
い
う
ソ
連
で
、
結
局
、
領
土

問
題
は
妥
協
で
き
な
か
っ
た
。

〇
一
九
九
三
年
東
京
宣
言

一
九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣
言

は
二
島
で
、
一
九
九
三
年
東
京
宣

言
は
四
島
だ
と
言
う
方
が
い
る

が
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。
一

九
九
三
年
東
京
宣
言
は
大
事
な

文
書
で
、
日
本
の
基
本
的
な
方
針

で
あ
る「
四
島
の
帰
属
の
問
題
を

解
決
す
る
こ
と
が
平
和
条
約
の

締
結
に
な
る
」と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
日
ロ
双
方
が
合
意
し
た
と

い
う
文
書
で
あ
る
。
四
島
の
帰
属

問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を

締
結
す
る
。
一
九
五
六
年
日
ソ
共

同
宣
言
で
は
平
和
条
約
交
渉
を

継
続
す
る
、
そ
れ
は
領
土
問
題
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
よ
り
明

確
に
し
た
の
が
一
九
九
三
年
東
京

宣
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
、一
九
五
六
年
か
ら
今
ま
で
、

様
々
な
や
り
と
り
は
あ
っ
た
が
、

双
方
の
原
則
的
な
立
場
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
日
本
の
正
当
な
領

土
を
返
還
し
て
く
れ
と
い
う
の

が
日
本
の
立
場
。
ロ
シ
ア
は
、
戦

争
の
結
果
と
し
て
ロ
シ
ア
の
正
当

な
領
土
に
な
っ
た
と
い
う
立
場
。

こ
の
二
つ
の
基
本
的
な
立
場
は
、

残
念
な
が
ら
今
の
時
点
で
も
変

わ
っ
て
い
な
い
。

〇
外
交
交
渉
の
状
況

去
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お

け
る
日
露
首
脳
会
談
に
お
い
て
、

「
一
九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣
言
を

基
礎
と
し
て
平
和
条
約
交
渉
を

加
速
化
す
る
」と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
で
は
二
島
返
還
に
軸

を
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
た
だ
、
や
は
り
今
の
政
治
交

渉
の
流
れ
の
中
で
は
、
一
九
五
六

年
日
ソ
共
同
宣
言
は
平
和
条
約

の
中
国
の
こ
と
を
言
う
の
か
。
大

清
帝
国
の
中
国
か
、明
か
、元
か
、

唐
か
。

私
は
外
国
の
方
に
説
明
す
る

場
合
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
丁
寧
に

国
際
的
な
経
緯
を
も
と
に
、
条

約
、
国
際
法
上
我
々
の
正
当
な
領

土
だ
と
い
う
形
で
説
明
し
た
ほ

う
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

〇
北
方
四
島
と
北
海
道
の
東

北
方
四
島
と
北
海
道
の
東（
道

東
）の
根
室
は
、
淡
路
島
出
身
の

大
商
人
で
あ
る
高
田
屋
嘉
兵
衛

が
択
捉
島
へ
の
航
路
を
開
き
択

捉
島
の
開
発
を
行
っ
た
ほ
か
、
江

戸
時
代
に
は
北
方
四
島
で
収
穫

さ
れ
た
昆
布
を
京
都
・
大
阪
へ

運
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
薩
摩
か
ら

琉
球
を
経
由
で
清（
中
国
）ま
で

届
け
る
と
い
う「
昆
布
ロ
ー
ド
」

と
い
う
道
筋
が
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。

北
方
四
島
と
道
東
の
関
係
は
、

今
は
領
土
問
題
で
断
絶
し
て
い

る
。
今
の
安
倍
政
権
の
考
え
方
の

大
き
な
方
向
性
は
、
北
方
四
島

と
根
室
な
ど
道
東
の
歴
史
的
な

関
係
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
共
同
経
済
活
動
に
な
っ

て
い
る
。
共
同
経
済
活
動
は
、
道

東
の
利
益
、
北
方
四
島
に
住
む
ロ

シ
ア
人
の
利
益
で
あ
る
。さ
ら
に
、

人
の
交
流
・
物
流
の
し
っ
か
り
し

た
制
度
を
作
る
ほ
か
、
環
境
保
護

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。

〇
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
、共
同
経
済
活
動

十
月
に
観
光
ツ
ア
ー
を
試
験

的
に
実
施
し
た
が
、
ど
う
い
う
経

済
活
動
を
行
う
に
し
て
も
人
の

往
来
が
な
い
と
で
き
な
い
た
め
、

ビ
ザ
な
し
の
シ
ス
テ
ム
や
制
度
を

作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
側
は
、
サ
ハ
リ
ン
と
北

海
道
の
ビ
ザ
な
し
制
度
を
作
ろ

う
と
言
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
は
サ

ハ
リ
ン
の
中
に
北
方
四
島
が
入
っ

て
い
る
と
し
て
い
る
た
め
、
サ
ハ

リ
ン
と
北
海
道
の
ビ
ザ
な
し
制

度
を
認
め
る
と
、
ロ
シ
ア
の
北
方

四
島
に
関
す
る
考
え
方
を
認
め

い
う
姿
を
つ
く
れ
な
い
か
。
そ
れ

が
、
平
和
条
約
の
目
的
で
は
な
い

か
と
思
う
。

交
渉（
領
土
問
題
）を
継
続
す
る

こ
と
と
、
平
和
条
約
締
結
後
に
歯

舞
群
島
と
色
丹
島
を
引
き
渡
す

こ
と
の
二
つ
の
柱
か
ら
成
っ
て
い

る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
歯
舞

群
島
と
色
丹
島
の
引
き
渡
し
交

渉
に
重
点
を
移
し
た
と
、
取
材
す

る
立
場
と
し
て
は
受
け
と
め
て

い
る
。

た
だ
、
私
は
国
際
司
法
裁
判

所
に
行
っ
た
ら
、
一
九
五
六
年
日

ソ
共
同
宣
言
が
な
く
て
も
、
歯
舞

群
島
と
色
丹
島
に
つ
い
て
は
絶

対
に
勝
て
る
と
思
っ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
四
島
返
還
が
日
本
の
方

針
だ
が
、
国
後
島
と
択
捉
島
に
つ

い
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
の「
千
島
列
島
を
放
棄
す

る
」と
い
う
日
本
に
と
っ
て
の
弱

点
が
あ
る
。
日
本
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
で
の
千
島
列

島
は
得
撫
以
北
の
こ
と
を
示
す

と
し
て
い
る
が
、
国
際
司
法
の
裁

判
で
は
千
島
列
島
の
範
囲
が
最

大
の
争
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
一
方

歯
舞
群
島
と
色
丹
島
は
一
度
た

り
と
も
千
島
列
島
に
は
入
っ
た

こ
と
が
な
い
し
、
歯
舞
群
島
は
、

要
は
根
室
市
で
あ
る
。
根
室
市

歯
舞
で
あ
る
。
根
室
市
は
、
日
本

の
中
で
唯
一
、
自
分
の
行
政
区
域

の
中
を
他
国
に
占
領
さ
れ
て
い

る
都
市
で
あ
る
。

今
の
交
渉
の
状
況
に
お
い
て
、

な
か
な
か
妥
協
点
が
見
出
せ
て
い

な
い
が
、
要
は
、
双
方
が
立
場
の

主
張
を
乗
り
越
え
て
、
外
交
交
渉

や
共
同
作
業
に
移
れ
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。今
の
対
立
点
は
、

歴
史
問
題
と
安
全
保
障
で
あ
る
。

歴
史
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ

ア
の
主
張
は
一
度
ロ
シ
ア（
ソ
連
）

の
領
土
に
な
っ
た
こ
と
を
認
め
ろ

と
い
う
こ
と
だ
。
我
々
に
は
と
て

も
呑
め
な
い
主
張
だ
。
た
だ
、
こ

れ
は
、
外
交
交
渉
の
中
で
先
ほ
ど

の「
引
き
渡
し
」と
い
う
言
葉
を

見
つ
け
た
よ
う
に
、
継
続
し
て
い

け
ば
双
方
合
意
す
る
文
言
を
見

つ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
う
。

一
方
で
、
安
全
保
障
は
、
日
本

に
返
還
し
た
ら
米
軍
基
地
を
作

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ロ
シ
ア

側
の
懸
念
が
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
の

本
丸
は
こ
の
問
題
だ
と
思
う
。

二
〇
一
九
年
六
月
の
Ｇ
20
大

阪
サ
ミ
ッ
ト
の
機
会
に
実
施
し

た
日
ロ
首
脳
会
談
は
、
二
〇
一
六

年
十
二
月
の
長
門
と
二
〇
一
八
年

十
一
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け

る
首
脳
会
談
の
内
容
を
改
め
て

確
認
し
た
。
長
門
会
談
の
共
同

経
済
活
動
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
会

談
の
平
和
条
約
、
国
境
線
の
確

定
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
進
め
よ
う

と
い
う
こ
と
が
大
阪
で
の
会
談

だ
と
思
う
。

二
〇
一
九
年
九
月
の
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
の
首
脳
会
談
だ
が
、
こ
こ

は
平
和
条
約
に
つ
い
て
は
そ
こ
ま

で
突
っ
込
ん
だ
や
り
と
り
は
し
な

か
っ
た
と
思
う
。
も
う
一
度
、
日

ロ
関
係
を
ど
う
い
う
姿
に
し
た

ら
い
い
の
か
と
い
う
大
き
な
話
を

し
た
会
談
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で

日
ロ
協
力
、
例
え
ば
北
極
圏
で
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産
事
業
に
関
す
る
協

力
が
正
式
に
決
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
と
ロ
シ
ア
が
協
力
す

れ
ば
ど
れ
だ
け
大
き
な
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
話
を
し
た
と

思
う
。

〇
固
有
の
領
土

日
本
に
と
っ
て
、
北
方
領
土
は

固
有
の
領
土
で
あ
り
、
竹
島
も
固

有
の
領
土
で
あ
り
、
尖
閣
諸
島
も

固
有
の
領
土
で
あ
る
。
固
有
の
領

土
と
は
日
本
国
民
に
と
っ
て
は
大

変
わ
か
り
や
す
い
。
た
だ
、「
こ

こ
は
固
有
の
領
土
だ
か
ら
」と
言

っ
て
外
国
の
方
が
わ
か
る
の
か
。

例
え
ば
ロ
シ
ア
人
。
ロ
シ
ア
固

有
の
領
土
は
ど
こ
か
。
十
世
紀
の

ロ
シ
ア
を
見
て
ほ
し
い
。
首
都
は

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
固
有
の
領
土
と
言
っ

た
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
が

固
有
の
領
土
に
な
る
の
か
。
ア
メ

リ
カ
人
に
、
ア
メ
リ
カ
の
固
有
の

領
土
は
ど
こ
だ
と
聞
い
て
も
、
移

民
の
国
で
あ
り
固
有
の
領
土
な

ん
て
あ
る
わ
け
が
な
い
。
あ
る
い

は
中
国
が
固
有
の
領
土
と
言
い

出
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
い
つ

る
こ
と
に
成
り
か
ね
な
い
。
日
本

は
、
サ
ハ
リ
ン
と
北
海
道
の
ビ
ザ

な
し
制
度
は
良
い
が
、
あ
く
ま
で

北
方
四
島
と
北
海
道
の
制
度
と

は
違
う
、
別
の
二
つ
の
制
度
と
す

る
こ
と
が
必
要
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。
た
だ
、
結
果
と
し
て
は

自
由
に
行
き
来
が
で
き
る
。
日
ロ

間
で
は
、
恐
ら
く
こ
う
い
う
や
り

取
り
が
あ
る
と
思
う
。

新
し
い
発
想
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

共
同
経
済
活
動
と
い
う
の
は
単

な
る
環
境
整
備
だ
け
で
な
く
、
領

土
問
題
が
解
決
す
る
前
に
、
解

決
し
た
後
の
環
境
整
備
を
で
き

る
も
の
か
ら
開
始
し
て
し
ま
お

う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

プ
ー
チ
ン
は
、
四
島
を
争
い
の

島
で
は
な
く
、
両
国
の
つ
な
ぎ
目

の
島
に
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
ど

う
い
う
つ
な
ぎ
目
か
は
、
日
ロ
の

思
惑
が
違
う
か
も
し
れ
な
い
。
で

も
、
こ
の
つ
な
ぎ
目
の
島
に
す
る

と
い
う
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思

う
。
昔
、
北
方
四
島
か
ら
日
本
人

が
追
い
出
さ
れ
た
、
今
度
は
ロ
シ

ア
人
が
追
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
ロ
シ
ア
の
不
安
が
あ

る
が
、
日
本
は
そ
ん
な
こ
と
は
し

な
い
し
、
北
方
四
島
は
、
結
果
と

し
て
主
権
の
問
題
が
ど
う
い
う

形
で
あ
れ
、
日
ロ
が
共
存
す
る
島

に
な
る
。
そ
の
た
め
の
話
し
合
い

を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

例
え
ば
、
国
後
島
、
択
捉
島
と

知
床
は
、
自
然
が
素
晴
ら
し
い
土

地
で
あ
り
、
領
土
問
題
さ
え
な
け

れ
ば
、
本
来
は
全
部
世
界
自
然

遺
産
に
し
て
も
良
い
よ
う
な
土

地
で
あ
る
。
領
土
問
題
を
解
決
し

た
際
に
、
世
界
自
然
遺
産
に
す
る

こ
と
で
両
国
が
一
致
す
る
な
ら
、

そ
の
前
に
登
録
す
る
と
い
う
考

え
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
一
つ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
だ
と
思
う
。

あ
く
ま
で
私
の
意
見
だ
が
、
安

全
保
障
上
の
問
題
等
に
つ
い
て

は
、
北
東
ア
ジ
ア
は
大
事
な
場
所

で
あ
る
た
め
、
北
東
ア
ジ
ア
の
安

全
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
す

る
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り
書

き
込
ん
だ
平
和
条
約
に
す
べ
き

だ
と
思
う
。

〇
最
後
に

も
し
、
日
ロ
平
和
条
約
が
締

結
さ
れ
た
ら
、
道
東
の
根
室
と
四

島
に
は
ど
ん
な
姿
が
待
っ
て
い
る

の
か
。
私
は
三
年
前
、
八
重
山
諸

島
の
石
垣
島
に
行
っ
た
。
石
垣
島

と
西
表
島
や
小
浜
島
の
位
置
関

係
は
、
根
室
と
国
後
島
や
択
捉

島
と
似
て
い
る
。
石
垣
島
か
ら
フ

ェ
リ
ー
が
出
て
い
く
。
西
表
島
等

の
島
民
は
石
垣
島
へ
買
い
物
に

来
る
。
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
、

日
ロ
が
共
存
で
き
れ
ば
、
そ
う
い

う
姿
が
待
っ
て
い
る
と
思
う
。
石

垣
島
か
ら
八
重
山
諸
島
の
島
々

へ
の
ツ
ア
ー
が
あ
る
わ
け
で
あ

る
。北
方
四
島
へ
お
き
か
え
る
と
、

道
東
か
ら
北
方
四
島
へ
の
観
光

ツ
ア
ー
と
い
う
、
今
の
試
験
的
な

も
の
で
は
な
く
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
自
然
等
を
楽
し
む
日
本
と

ロ
シ
ア
に
よ
る
観
光
あ
る
い
は
人

の
往
来
と
い
う
姿
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
う

〇
一
九
五
七
年
岩
手
県
生
ま
れ

東
京
大
学
文
学
部
ロ
シ
ア
語
ロ

シ
ア
文
学
科
卒
業

〇
一
九
八
二
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局
。
報

道
局
国
際
部
デ
ス
ク
･
日
露
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
統
括 

副
本
部
長
、
モ

ス
ク
ワ
支
局
長
な
ど
を
歴
任
、
二

〇
一
七
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退
職
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
説
委
員
。

〇
主
要
な
番
組
に「
ソ
ビ
エ
ト
を

変
え
た
7
日
間
」「
カ
ス
ピ
海
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
戦
争
」「
ロ
シ
ア
小
さ
き

人
々
」「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
混
迷
す
る
ロ

シ
ア
」「
ロ
シ
ア
・
蘇
る
大
国
」「
証

言
で
つ
づ
る
現
代
史
・
こ
う
し
て

ソ
連
邦
は
崩
壊
し
た
」な
ど

石
川
一
洋  

氏

�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル


